象の魚のエリア
貴賓の皆様：ようこそ、アマゾン雨林エリアにいらっしゃいました！ここでは、数多く多彩多様の特殊的な動物を観賞することが出来ます。木の上に這っている動物もありますし、地面に走っている動物もいます。それでは、私達は先に水の中に泳いでいる象の魚を見て見ましょう。
象の魚
この池の中に飼育しているのは、象の魚です。彼は世界で最大の淡水魚種であり、

アマゾン川の流域で原産されており、身長は約６メートル、重さは、200キログラムあまりがあります！現在、貴方様は見えたのは、ただの象の魚の赤ちゃんに過ぎません。象の魚は、偶には頭部を水面の上に伸ばして呼吸することがあり、肉食で、
主に口と舌との開きと閉じる動きを通じて、獲物を捕まえます。彼の大きな口が開けると小さい動物がまるで底なしの穴までに吸い込まれるように脱出するのは不可能です。また、跳躍することにも得意で、力が強くて、くれぐれも手を伸ばして

近づけないようにしてくださいよ、さもないと象の魚は食べるものがあると思って、

いきなり水面から跳び出して、万が一、1本の指が銜えられたら、なにもかも、おしまいですのよ！

貴賓の皆様、有難う御座います！どうぞ、次のエリアへ引き続き、ご参観をしてください。
Arapaima gigas Area
Ladies and gentlemen, welcome to the Amazon rain forest area. In this pool, there is the largest freshwater fish – arapaima. Arapaima can reach lengths of 6 meters, and the maximum-cited weight is 200 kg. The diet of the arapaima consists of fish and other small animals. They are capable of jumping high out of the water, so please don’t put fingers close to them.

